
成育局 参事官（事業調整担当）児童福祉施設等の災害時情報共有システムの運⽤・改修

事業の⽬的

 災害発⽣時における児童福祉施設等の被害状況等を国・地⽅公共団体等が迅速に把握・共有し、被災施設等への迅速かつ適切な⽀援につなげることを
⽬的として、「災害時情報共有システム」の運⽤・保守に係る経費を計上

事業の概要
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支援の連携

・人的被害の有無
・建物被害の有無
・建物被害の状況
・ライフライン(電気・水道)の状況
・物資(食料・おむつ等)の状況
・支援の要否
・避難又は開所の有無
・他施設からの受入可否
・感染症対策物資等の状況 など(独)福祉医療機構WAMNETを活用

④被災施設等への支援

令和７年度予算︓１.0億円 ＋ 令和６年度補正予算︓0.2億円

第２部 新型インフルエンザ等対策の実施に関する基本的な⽅針
第４節 新型インフルエンザ等対策実施上の留意事項

（６）⾼齢者施設や障害者施設等の社会福祉施設等における対応
感染症危機における⾼齢者施設や障害者施設等の社会福祉施設等において必要となる医療提供体制等について、平時から検討し、有事に備えた準備を⾏う。

第３部 新型インフルエンザ等対策の各対策項⽬の考え⽅及び取組
第４節 新型インフルエンザ等対策実施上の留意事項

第 12 章 物資
1-3. 医療機関等における感染症対策物資等の備蓄等

⑥ 国及び都道府県は、社会福祉施設に対して、可能な限り必要な感染症対策物資等の備蓄に努めるよう呼び掛ける。（厚⽣労働省、こども家庭庁）

【参考】新型インフルエンザ等対策政府⾏動計画（令和６年７⽉２⽇閣議決定）(抄)

【令和６年度補正予算】
児童福祉施設等における感染症対策物資等の備蓄状況やその補充のために必要な状況の把握を⾏うためのシステム改修経費を計上




